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Abstract: Due to the ongoing COVID-19 pandemic, most of the Japanese classes in 2020 were held online 

for the exchange students of Ritsumeikan University. In advanced career Japanese classes, I was responsible 

for conducting synchronous online classes using Zoom and other online tools such as Microsoft OneNote 

and Word Online etc. However, the survey of my students suggested that online learning can cause lack of 

motivation and communication between students. On the other hand, benefits of online classes also became 

clear as the course progressed. Hence, I examined these problems and benefits to improve the future online 

classes. 
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１. はじめに 

2020 年の新型コロナウイルスの感染拡大を

受け、筆者が勤務する立命館大学では 2020 年

度春学期授業の全面的なオンラインでの実施

を決定した。それに伴い、留学生向け日本語授

業も全てオンラインで行われることとなり、続

く秋学期も多くの日本語授業がオンラインで

行われた。本稿では、2020 年度春学期及び秋学

期に立命館大学で行われた上級キャリア日本

語クラスにおけるオンライン授業の経過を報

告し、学生へのアンケートの結果からオンライ

ン授業のメリットとデメリットの考察を行う。 

２. オンライン授業の実践方法 

筆者が成績責任者を担当していた上級キャ

リア日本語クラスでは、ウェブ会議サービスで

ある Zoom 及び、大学が提供している

LMS(Learning Management System)の manaba+R、

Microsoft 社の Office 365 のサービスを利用した

同期型授業を行った。授業で使うファイルは

Microsoft OneDrive にアップロードし、グループ

ワークやディスカッション等の作業の際は

Microsoft OneNoteのセクションをグループごと

に用意し、そこに学生が書き込む形式とした。

また、自己分析やエントリーシート等、個人単

位で行う作業は Microsoft Word Online に記入し

てもらい、即時フィードバックを与えた。課題

提出はこうしたツールに直接記入させるか、

manaba+R に提出させる形をとった。 

３. 教員側から見たオンライン授業 

毎回の授業ごとに OneDrive 内にフォルダを

作成し、資料や学生の成果物など、全てフォル

ダの中にまとめた。そのため、学生が効率的に

学習を振り返ることができた。 

授業中は OneNote や Microsoft Word Online

を使って作業してもらったので、学生たちの進

捗状況を逐次確認できたこともメリットであ

った。対面で机間巡視しながらフィードバック

を与えるのに比べて視認性が高く、教員自らも

デジタルでコメントを加えたり修正したりで

きるため、フィードバックが容易であった。 

デメリットとしては、授業前後や合間の雑談

が生じにくく、学生同士、または学生と教員と

の間にラポールが生まれにくいことであった。

そのため、秋学期は授業開始時と終了時に少し

学生と雑談する時間を設けたが、ラポールが劇

的に深まったとは言い難かった。 

また、母国で授業を受けている学生は日本語

に触れる機会が減り、日本語母語話者との接触

場面も少なくなったため、秋学期はグループデ

ィスカッションの時間に日本語母語話者の学

生ボランティアに参加してもらった。 

４. 学生側から見たオンライン授業 

春学期、秋学期のそれぞれの終了時に受講生

にアンケートを行い、オンライン授業について

の学生側の印象を調査した。 

4.1 2020年春学期アンケート 

「対面授業とオンライン授業とどちらの方

が良いと感じるか」という質問に対し、回答者

15 名のうち、過半数の 8 名が「対面授業」と回

答した。「コミュニケーションが円滑で、質問

なども気軽にできる」「授業の実感がある」、

「オンラインだと集中できない。やる気が出に

くい」「オンラインだと授業が終わった後他の

学生と話せない」といった理由が挙がった。オ



ンライン授業の方が良いという学生は 2 名で、

「化粧、移動する時間がいらない」「情報共有

や共同作業の容易さ」といった理由を挙げた。 

 
図 1 対面授業とオンライン授業と、どちらの方が良いと

感じるか（2020春学期） 

 

4.2 2020年秋学期アンケート 

「キャリア日本語の授業は対面授業とオン

ライン授業と、どちらの方が良かったと感じる

か」と質問したところ、回答者 6 名のうち過半

数の 3 名が「対面授業」と回答し、「オンライ

ン授業」と回答した学生はいなかった。対面授

業の方が良かったと回答した学生は「対面の時

ほどクラスの人と距離が縮まらず、いつも授業

の雰囲気が固いと思った。集中も教室ほど出来

ない気がする」「オンライン授業ではグループ

作業の効率が悪い」といった理由を挙げていた。

一方で「オンライン授業を受けていて、良いと

感じた点」に関しては「先生のフィードバック

をもっと受けられた点」「目を合わせなくても

話せるので、楽になった」「対面より緊張しな

くてよかった」といった意見が出た。 

また、「他の学生とどの程度仲が深まったか」、

「教員とのコミュニケーションは十分にとれ

たか」についても聞いてみたが、他の学生との

コミュニケーションに関しては「友達ができ

た」「仲良くなった」と回答した学生はおらず、

「おしゃべりなど、コミュニケーションをとる

ことができた」が 4 名、「ほとんどコミュニケ

ーションをとることがなかった」が 2 名であっ

た。教員とのコミュニケーションに関しては

「十分にとれた」との回答が 4 名、「やや不十

分だった」が 2 名という結果であった。学生か

らは「学生とは授業外の時間や授業中に顔を合

わせながらコミュニケーションしないと仲良

くなりづらい」「先生とはメールやチャットな

どでコミュニケーションできたが、文章だとい

つも丁寧にし、気をつけなければならないとい

う意識が強いため、対面でのコミュニケーショ

ンがしたかった」といった意見が聞かれた。 

日本語母語話者の学生ボランティアがグル

ープワークに参加したことについては「雰囲気

が良くなった」と回答した学生が 3 名、「モチ

ベーションが高まった」が 2 名で、「これから

もオンライン授業に日本語母語話者のボラン

ティアやゲストに来てほしいか」との質問には

「非常にそう思う」が 2 名、「そう思う」が 4

名と、概ね肯定的な評価を得た。 

 
図 2 キャリア日本語の授業は対面授業とオンライン授業

と、どちらの方が良かったと感じるか（2020秋学期） 

 

５. おわりに 

1 年間のオンライン授業を通じて、多くの課

題が浮き彫りとなった。特に学生同士の繋がり

が希薄になり、ラポール形成の面で大きな問題

が生まれたことは今後の検討課題となるだろ

う。藤本（2019）では遠隔地で受講している学

習者に学習意欲の低下が見られる可能性が示

唆されていたが、実際に「集中しづらい」、「や

る気が出にくい」といった問題も見られた。 

日本語母語話者が授業に参加したことに関

しては概ね肯定的な評価だったため、教員と学

生だけのやり取りに終始せず、外の世界との繋

がりを持つことがオンライン授業での学習意

欲の向上に寄与するのではないかと思われる。 

こうした課題が明らかになった反面、オンラ

イン授業ならではのメリットも感じられた。オ

ンラインツールの使用により、グループワーク

やライティングのフィードバック等の面で効

率化が図られた他、学生からは緊張せず、精神

的に楽だったとの声も聞かれた。 

今後オンライン授業の課題を検討し、デメリ

ットを補いつつ、メリットをより活かした形で

提供できるよう試行錯誤していきたい。 
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